
 

 

 

 

 

 

◆新年明けましておめでとうございます。 常務理事兼事務局長 鈴木正一 

皆様におかれましてはつつがなく新しい年をお迎えのことと思います。 

しかし、穏やかに新しい年が始まったと思っていた途端に、元旦には、能登半島で大きな地震が発生し、２

日には、羽田空港で航空機同士の衝突事故がありました。能登半島の地震は、いまだ余震が続いております。

被災された方々や事故に遭われた方々に、心からお見舞いを申し上げますとともに、ご遺族の方々には、心

からお悔やみを申し上げます。 

さて、昨年４月に事務局長として着任し、様々な会合や催し物に参加させて頂き、皆さんとの交流を通じて

充実した１年を過ごすことができました。また、今年度は生活会議の方に、５団体の新規加入もあり、会員皆様

の暖かいご支援・ご協力があったからと、心より感謝いたしております。今年も事務局としてもできる限りのご支

援をさせていただくことを申し添え、新年のご挨拶とさせていただきます。今年もよろしくお願い申し上げます。 

◆２０２３都民フォーラム開催「環境問題とは、SDGｓとの関係は そして私たちにできること」 

令和元年度の実施を最後にコロナ禍で休止していた公益社団法人東京のあすを創る協会主催の「２０２３

都民フォーラム」を４年ぶりに飯田橋の東京都消費生活総合センターで開催しました。はじめに、主催者を代

表して東創協の中井敬三会長から挨拶があり、その後、一般社団法人日本有機資源協会専務理事の柚山

（ゆやま）義人氏から「ＳＤＧsへ向かうバイオマス活用」と題して、講演が行われました（参加者３１名）。 

具体的には、「バイオマスとは」「バイオマス活用の価値」「最近の注目話題」「日本有機資源協会の活動」    

「私たちにできること」の５点について講演をいただきました。途中、「どっぽ子どもクラブ生活会議」の田中さ   

んのご協力を得ながら、「こんにちは、しおちゃん」と題した紙芝居を用い、分かり易く説明をして頂きました。 

コロナ禍で自宅で過ごす時間が増え、また、昨今の物価高等による厳しい経済状況の中、ややもすると環 

境問題への意識が低下しているのではとも思います。そこで、私たちひとりひとりが環境問題を家族や仲

間と話題にし、自宅等で生ごみを堆肥にするコンポストや天ぷら油を指定された回収場所へもっていく等、

具体的に行動を起こすことが必要とのご意見をいただきました。また、ＣＯ²排出を抑えるバイオマス製品の購

入促進やバイオマス活用の仕事で世界を担う人材の育成も必要との意見も頂きました。 
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続いて、活動報告として、「どっぽ子どもクラブ生活会議」代表の田中純江氏から活動報告を行っていただ

きました。はじめに、田中氏のプロフィールからはじまり、「武蔵の森を育てる会」の会員になった経緯や「どっ

ぽ子どもクラブ」設立（２０１６年）の経緯についての話がありました。次に、動植物との触れ合いや自然保護

活動、作品制作や地域のイベントへの参加活動等、具体的な報告を頂きました。子ども達が生き生きとして

活動する姿が目に浮かぶほど、前向きに取り組んでいることが分かる素晴らしい報告でした。 

 

 

最後に、「どっぽ子どもクラブ生活会議」の報告に対する質疑があり、高齢化、後継者不足等の課題があ 

る中、今後、私たちの活動をどう進めていくかなど、意見交換を行いました。 

４年ぶりの「都民フォーラム」の開催でしたが、皆さんに直接お会いし、活発な意見交換を行うことができ、

充実した時間を過ごせました。講演をして頂いた柚山様、活動報告を頂いた田中様、そしてお忙しい中、ご

参加頂きました皆様、本当にありがとうございました。 


